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昆虫和漢薬の 生 薬学的 研 究 （1）
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　The 　Ghincse　crude 　drugs，
“Mumen9 ”

（木 董） and
“Feimeng ”

（蜚蛋），　are 　iisted　in “Shen −
non −ben−cao −jing” 　（神農本草経），4〕

　They　arc 　effec 亡ive　in　dis【〕ersing 　extravasated 　blQod，　and

i・ b・ eaki ・・9 ・ p　b［・・d ・1・t・・ G ・ n ・｛d・・i・g ・・・ … 正 d・ ・c ・ipti・ n ・ in　 c‘B ・ n −c・ Q−9・・19−・n ・
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〔本草綱
回），

5） the　source 　of ［hc　insect　or ‘‘
蕊1e1思 chollg

”
（虫亡∬ミ〕is　rcgarded 　as 　

c‘Fei−mcng ，”　Many 　Iiteraturcs
hav ・ d・・c ・ib・d　m … th・ n ］4−　sp ・d ・・ 苴・1 ア 9 ・ n … 。f ・p ・cim … i・ China ．　 E … p ・ ・ n ・ ・peci ・ ・，　al ］

mengchons 　havc　Ihe 　habit　ofsu 〔king　thc　blo  d　of 　cattles 　and 　horses．

　The 　spccimen 　obtained 　ill　Hong 　Kong 　 Inarkct 　 w ヒ re 　identificd　 a 〜 Tabanus　 arnaelzus 　WA 正．1“liR，
Tabanus　tnandanlnu ．s’S〔】mNER 　and 　similar 　species 　of 　Tabanus 　rubidus 　WIEDE ル1ANN ．　 Other　maLcrial

obtained 　f由 n1
‘幅Bd

：iing
”

（北京）was 　klentified　as　Taban〜is），‘lo　MAcquAl ぐ 正
・
，　similar 　specics 　of 　Tabanus

kilnoshi．tai　K6No 　et 　T 八 KAHAsHI 　and
’
1
’
tτbanz‘∫ amaenus 、〜

厂ALKER ．　 Eve 【
・
y　matcria ］obtained 　i1ユ Lhe　ma ・

rket 　was 　mix しure 　Qf 　scvcral 　 sp （＝ ies．　 Those　dried　materials 　had　no 　Icgs 糺 rld　 most 　of 　the　heads
were 　 lnlSSm9 ・

　Sonle　Ghinese　hcrbalists　discussecl　th じ necessity 　or 　bbod　rclnai11cd 　in　the　1皿 ateria ［s．　Oul’test
Qf 　occult 　blood　in　thc 　matcrials 　shows 　the　follewing　percentagc： positivity　44．5，

　negatMty 　55．5．
1’］xtracts 　frorn　Taban〜∬ ．vcto］vlA 〔】・showed 　some 　anti ・inflamnlatory　acti ＞ity．

　虻 虫 は 『神農本草経』 の 森 立 之本
3a）

お よ び係星衍本
3b）

で は lll 品酢こ，顧観光本
4）

で は
．
ド，il，に ，そ れ ぞ れ 木墮 と蜚 蛋 の

2 種 を収載 し て い る．木蘯 は 「一名魂常．味苦 1三 ．生 川澤．治 日赤痛．眥陽涙出．淤 血 血 閉，寒熱酸 嘶．無子 」 と あ

り，ま た 蜚 薑は 1味 苦 微寒．生川谷．逐蛎杢血 ．破下 血 ．積堅痞 廠綏寒熱．通利血 脈及九竅」 とあ り，両 者 間 の 性 状，
薬効は多少の 相異 が み られ るが ，と もに 駆癖血 薬で あ る 点は 共通 して い る．両 者が い か な る 昆 虫 を 指 し て い る か に つ

い て は ，陶 弘景
6a），蘇敬

6b ），1凍蔵 器 6c 冫

，蘇頌
6d），寇宗爽

7 ）

， 段成式
S），李時珍

5）
ら の 諸説 が あ っ て

一
定 せ ず，そ の 基

1）日本生薬学会第24回大会 （東京，1977年10月） で 発表．
2）　Location： a）Sugitani

，　Toyama．；　b）Esaka
，
　Sorita

，
　OsaL−a．

3） a ）森立之重輯，
tC

神農本草経
”

，中国古典 医 学 叢 刊，群聯 出 版社，上海，1955
，
　p・75； b）孫星衍，孫馮翼輯，

　
‘‘
ネ中農本草経

）t
，　商務E卩書倉自，　⊥：海，　1955，　P．90．

4）顧観光重輯，
“

神農本草経
”
，人民 衛生 出 版社影印，北京，1955，p．100．

5）李時 珍，
“
本 草綱 目

”
，人 民 衛 生 出版 社影印 （清，張 氏 味古斎刻本），北京，1957， p ，1330，

6） a〜d）唐慎微撰，岡西為人，難波但 雄，李 煥 曩考訂，
‘‘
経史 證 類大 観 衣 草

”
（清 柯 氏本影印），国、1孔中医薬研究

　 ｝J｝i’，　圭〜：化，　19，　P，486．

7）寇 宗爽，
“
本草衍義

”
，巻 之 17，商務印 鬻館，上海，1957，p．　lIO．

8）段 成式，
“
西 陽雑 葵11．”，汲古閣 本，帝 幾 宜 風 坊 1讐林蔵 版，元 禄10年，巻 17，9 丁 表，

9）湖北省襄陽 か ら陜西
／

謝黄中に 至 る漢 水 流 域 の 地 を 指す．

（289 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

源 は大変混乱 し て い た．今 回，わ れわ れ は 虻 虫類の 木草文献的考察 お よび 市場品 の 基源同定を行い ， 従来の 混乱を明

確 に し得 た の で 報告す る．

　1． 木蚕および蜚童の 昆虫学的および生薬学的差異

　木蜃 と蜚蛋 と の 分布，形 態 生 態，用途 を そ の 本草諸家の 諸説 か ら比較検討す る と，次 の 如 くで あ る．

　分布 ：

　木蛋 は ，「生漢中
9）川 澤 」 （『名医 別 録』

6b＞
），「今並魔處有之而襄漢

10）
近地尤多」 （蘇頌

6d ｝

），［塞北 1D 亦有嶺南
12 ）

極多」

（陳蔵 器
6c）

）．

　蜚 童 は，「生江夏
工3）

川谷」 （r名医別録 16b））， 「雄 ， 霸州
工4 ）

， 順安軍 15），沿塘 礫界河甚多」 （寇宗爽
7），と述 べ られ て

い る ．こ れ ら の 記述か ら， 木墮は 北方に も分布す るが，南方産 の もの が多 い の に 対 し，蜚蛋は北方，主 として 湖北，

河北省に分布す る もの と考え られ る．

　形態 ：

　木薹…は ，「状似墮而小」 （陶弘景
6a）

） とい う説に 対 し て 「長大緑色殆如次蝉」 （蘇 敬
6b）

） と して ，前 説 が 否定 され て

い る．蝉 に 近 い 大 きさで ，緑色の ア ブ とい う記述か らは，ア ブ科 Tabanidae の 昆虫 の
一

種 で ，体長 20　mm 内外 の

ヤ マ トア ブ Taban πs　r頃 伽 5　B ・GOT の 月匈腹背面 は ，光線の 反射角度に よ っ て ，金緑色 の 光沢が あ る よ うに 見え る こ と

がある の で ，
こ の 種 の 近縁種 を 指 して い る の で は な い か と も考 え られ る．

　蜚革は ，「状如蜜蜂黄黒 色，今俗用 多以 此也」 （蘇敬
6b
う とい わ れ て お り， こ れ は ， 中国 で最も普遍的な小型の

TabanUS 属 の 昆 虫 を 指 して い る よ うで あ る．ま た ，

　 「一種小蛋名鹿蛋大如蠅，齧牛馬亦猛」（蘇敬6b）

）

と指摘 さ れ て い る．こ れ は，体長 5〜7mm 位 の きわ め て 普通 な 昆虫で ，イ エ パ エ 科 Muscidae に 属 し，人畜 の 血液

を吸 うサ シ バ ェStemox“s　calicitrans 　L ．また は そ の 近縁種 の 吸血 性 の ア ブ の 一種 で あ る，と見 な した の で は な い か と

思われ る．以上 の 記文 か らみ る と，お お む ね，木妄は 大型種，蜚革は 小型種 と分け て ， 大過 は な い よ うに 考 え られ

る．

　 生 態 ：

　木童は，「按木蘂従木葉中出巻葉如子形圓著葉 E破中初出如白蛆漸大羽化折破便飛即能噛物不 革是葉内之蛋 」 （陳蔵

器
Ec）

〉 とそ の 産卵か ら幼虫期 に 至 る 生態が 記 され て い る，ア ブ科 の 昆 虫 の 卵 は ，草木の 葉裏 に
一・

個ず つ ，また は 数 層

に 重 な っ た 塊状 に 産卵され る．卵 は 正〜2 週間で 孵化 し ， 幼虫は お もに 渓流 ，池 畔 な どの 湿地 や ，湿 っ た蘇 苔 類 の 下

で 生 息す る．幼虫は 蛆 状で 土中の ミ ミ ズ な どの 小動物 を捕食 し て 成長す る が こ の 生活史の
一

部が 記載され た もの とみ

られ．る，また，「蜚蛋是己飛之蟲飛是羽化」（陳蔵 器 6C）
） と述 べ られ て い る の で ，木蘯即 ち 幼虫が 羽化後 は ，こ れを 蜚

臺 と称 し た もの と解釈 して もよ い と思 わ れ る．また木蔓は，［
・
ng・t卜馬或至頓仆」 （蘇敬

6b）
），蜚蛋 は ，「五 月取腹有血者

良一1（『名医別録 』
6b）

）「云此 即 今瞰牛 馬血 者伺其腹満掩取乾之方家眥呼為童虫矣」（陶弘景 6a ）

）とあ る の で ，両者 とも，

ほ ぼ 吸血 性 の ア ブ 科昆 虫 を指 す と み て 誤 りは な い ．

　 用途 ：

　木童は，「此墮不 11敢血 状似叢而小近道草中不見市人亦少有賣者方家所用惟是蜚蛋也 」（陶弘景6a））

　蜚蘯 は ， 「腹有血 者良」（『名医別録」
6b｝

），「蜚童今人多用之．以 其惟食牛馬等血 故治淤血 lfn閉」（冦宗爽
7）
）， 「蛋有

数種並能 瞰 血，木嘔蛋牛馬或頓イト．蜚妄今俗用多以此也．又
一

種童名鹿董，大如縄齧牛馬亦猛市人採賣之」（蘇敬
6b ）

）

とあ る，す な わ ち ， 陶弘景 は ，吸 血 性の な い 木墮は 市 場 性 が な く，蜚 臺 だ けを 薬用 とす る 旨記 して い る の に 対 し，蘇

敬 は ，木童 も蜚壷 も共 に 吸血 す る が ， 薬 と し て 多用す る の は，冦宗爽 の 説 と同 じ く， 蜚童で あ る，と唱 え て い る．結

論的に は 吸血 性 の ある 蜚 童が 薬用 と され る，とい う点 が 共通 し て い る ．

　 な お，木墮 に つ い て は ，「木蜃従木葉中」（陳蔵器 6C ）

），「水 蛆，南中水 蹊澗 中多蛆 有，長 寸 餘 色 黒夏深変為豪螫人 甚

毒」 （段成式
8＞
）と述 べ て い る．大部分 の ア ブ は，葉上 お よび ，川沼などの 水底 の 土中で ，そ の 幼虫期を過す と こ ろ か

らみ て
， 木蛋と は ，ア ブ科昆虫 の 幼虫期 の 呼称 で は な い か と思 わ れ る ．言語学的に み る と，蜚臺 の 「蜚」 は 「飛」 に

10）襄 は 湖北省襄陽 ， 漢 は 陜西省漢中，

ll）北方地方．

12）広東省広西 自治区．

13）湖北省黄岡縣西北、
r4）雄州 ： 河北省雄縣 ； 霸廾

15） 河 北 省高陽縣．

： 河 北省天津市 西 方霸縣，
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ABLE 　1．本草書に見られ る木蚕 ・蜚墮の 産地 ・形状 ・習性

本 　草 書 産 地 形 状　　 　 習 　　 性 そ　 の 　 他

木　壷　名　医　別　録　　漢中（陜西省）

　　　　神農本草経集注

　　　　唐　　本　 　注

　　　　本　草　拾　遺

蜚 薑 名　医 別 録

　　　 唐　　本　　注

襄（河北省）

揚 （江蘇 ・淅江省）

淅 江南

江嶺　（江 西　　，　丿ム東 省）

塞北亦有

嶺南（江 西 ・広東省）

極多

江夏（湖北省）川 谷

，

沿

雕

繼

廾
、

α

界

霸

軍

藻

・

安

，

雄

順

塘

義衍草本

状似墮llij小

長大緑色

殆如蜩蝉

不瞰 血 　　　　　本家所用惟是蜚蚕 也

哂牛馬或 至 頓仆

従木葉中出

如蜜蜂 ・黄黒色　　齧牛馬亦猛市人

又一種小蛋名鹿蜃

大如蝿

大如蜜蜂 ， 腹凹 褊

微黄緑 色雄

採費之

食牛 馬等血

木墮是葉内之壷

飛蜃是己飛之 蟲

飛是羽化

腹有血 者良

三童倶食牛馬

今俗用多以此也

治瘢血 血 閉

通 じ る
16＞

の で ，木墮を 幼虫期の ア ブ とす るな らば，蜚墮は 飛翔 可能 な成虫期 の ア ブ を 指す とみ な す べ きで あろ う．ま

た ， r中葯志』
17 ｝

で は ，蛋虫 の 原名を，　 r葯材学』
IS ）

では ， 牛虻虫の 別名を そ れ ぞれ 蜚蜃で あ る と し，　 r中葯大辞典』
19｝

で

は ，蘯虫の 異名を ，
こ れ また 蜚蛋で あ る と し て い る。

　以 上 の 諸点か らみ る と ， 木妄 ， 蜚蛋は ，と もに 『神農 本草経』 で は 薬用 として 収載 され て い た が，前述 の 生態 の 項

で の 陳蔵器 の 記述 と 併せ て 考察す る と，木豪は ア ブ の 幼 虫期，蜚 童は 成 虫期で あ る，とい う説 が 次第に 支持 され る よ

うに な っ て きた もの と思われ る．李時珍
ZO）

も， 『本草綱 目』 で
， 陳蔵 器 の 説を 支 持 して お り，そ の 後異説 が唱 え られ

る こ ともな く推移 し，現代で は ，虻 虫の 原名，お よ び 異名 に 「蜚蛋」は み られ るが ， 「木蛋」 と い う呼称 は もは や用

い られ な くな っ た と考 証 す る，

　II．　諸文献 にみ られる虻 虫の基源の考証

　和漢薬 の 虻 虫 は ，双 翅 目 Diptera，ア
．
／科 Tabanidae に 属 し，諸文献 に み られ る 虻 虫 の 基 源 は TABLE 　II ｝こ 示す

とお りで ある，

　 ア ブ科 Tabanidac の 昆虫 は ，メ ク ラ ア ブ 亜科 Pangoniinae と ア ブ亜科 Tabaniinae とに 分 れ る．　 TABLE 　II に み

られ る ア ブ の うち，ヨ ス ジ メ ク ラ ア ブ CrLysoP．f　 vander ω urpi 　K ／〈6BER の み が メ ク ラ ア ブ 亜 科で ，他は すべ て ア ブ亜 科
・

に 属 し，そ の 大 部分 は ア ブ属 Tabanus 　 spp ．が 占め る ．また ，ヒ tr
’
ナ ガ サ シ ア ブ Issikia　 jaPonica　BIr・〔）T の み 吸 血 せ

ず，こ の 種以外は ，す べ て 雌 が 吸血 す る．

　 『中 葯 志』
17 ）

で は，虻 虫 の 原 昆 虫 を フ タ ス ジ ア ブ，復帯虻，Tabanus　bivittatus　M 買 SUMUR ．丶 に ，　 r葯材学．P8） で
’
i　X ，

別種の ウ シ ア ブ
， 三角牛虻 TabanUS　trigonUS 　COQUILLETT に あ て て い る．　 r中葯志 』

17冫
に み ら れ る フ タ ス ジ ア ブ の 学

名は ，現在で は 用 い られ て お らず，r中国北方的吸lfiLwa蚋虻 ⊥
25〕で は，フ タ ス ジ ア ブを，キ ア ブ属 Atylotusの 双斑黄虻

At710tus　in
‘
vittatenius 　TAKAHASH 【 と して 記載し て お り，

こ れ が正 しい 学名 で あ る，中国の 北方地方 で は ， 1976年 当時

で も， こ の 雌を経閉 ， 癒瘢 ， 蓄血 な ど の 症に 薬用 と して い る，と述べ て い る．

16）諸橋轍次，
“

大漢和辞典
”

，大修館書店，東京，巻 12，1976，p・360・

r7）中国 医 学院薬物研究所等編，
“
中葯志

”
，人民衛生 出版社，北京，1961，　 p・185・

正8）南京薬学院，薬材学教研 組集 体編，
“
葯 材 学

”
，人民 衛 生 出版社，北京，1961，p・1206・

19）江蘇新医学院編
“
中葯大辞典

”
，上海科学技術出版社 ， 上 海，下冊，1977，p・1654・

20）現在 は AtJlotus　bivitatenius　TAKAHASHI に 改め られて い る ，
21）上海中医学院編，

‘‘

中草薬学
”

，商務印書館，香港，1976，p・395・

22）中華人民共和国衛生部葯典委員会編，
“
中華人民共和国葯典

”

，1963年版 1部，1964，p・202・

23）
“

中薬材料及其成分製剤
”

， 商務印書館， 香港 ， 1972， p・202（文献22）の 覆刻版）．

24）葉橘泉主編，
“

現代実用中薬
”
，医林書局，香港， p．80，

25）中 国 科学 院 北京動物研究所昆虫分類区 系室編，
‘’
中国北方的吸 血矇 蚋 虻

”
，科学 出版社，北京，19フ6，p．　 181・
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TABLE　II　 諸文献に み られ る虻 虫

出 典 基　 　源　　昆　 　虫　　名

中　　葯　　志
17）

中 葯 大 辞 典19）

葯　　材

中　草　薬

　　　複帯虻 〔フ タ ス ジ ア ブ〕

　　　複帯虻 〔フ タ ス ジ ア ブ 〕

学
ls ）

三 角牛虻

　　　自斑虻 〔シ ナ ア ブ （仮称）〕

　　　牛虻 〔ウ シ ア ブ〕

　　　黒虻 〔ク ロ ア ブ〕

中華人 民共 和 国

葯典
22 ）

（雰翻
料及鰔

）
2
靴 峨 〔ヤ マ サ キ ア ブ〕

現 代 実 用 中薬 2の

中国北方的吸血
驃蠕虻

25）

詳解古方薬品考
24）

乃 伽 π 5 伽 漉 磁 gMATSUMuRA2D ）

東北 ，

　　　　　　　　　　　　　　連，
乃 傭 〜’∫ 伽 勲 伽 MATsuMURA20 ） 東 北 ，

　　　　　　　　　　　　　　連，
Tabanus　t惚 ・脚 GOQUILLETT

Taba ／1π s　 mandarinZi ．r　SG田 NER

コ
「
劾 α翩 ∫ bOt’inu∫ LINNE

AtJlotus　Avrrhus　WALi 〈ER

　　　須長刺虻 〔ヒ ゲ ナ ガ サ シ ア ブ〕ム∫觀 α趣 0癬 α BIGOT

学
21 ）

複帯虻 〔フ タ ス ジ ア ブ〕　　　 Tabanus　bivittatus　MATSUMURA20 ）

　　　中華虻 〔シ ナ ア ブ （仮称）〕　　 Tanabus　 mandarinus 　ScHiNER

　　　複 帯 虻 〔フ タ ス ジ ア ブ〕　　　 Tabanus　bivittatus　MATSUMuRA20 ）

　　　姚氏 虻 〔チ ョ ウ セ ソ ア カ ア ブ 〕TabanUSI
］ao 　MAcqUART

　　　　　　　　　　　　　　　　 Tabanus　Jamasaki　OucH ・

　　　牛 虻 〔ウ シ ア ブ 〕　 　 　 77abanUS　bovinUS　LiNNE

　　　双斑黄 虻 〔フ タ ス ジ ア ブ 〕　　 At
］
lotus　bivittatenius　TAKAHASHI

　　　蜚蟲 〔ア オ ア ブ〕，木癒 〔オ オ ウ シ バ イ〕，鹿凝 〔ウ シ パ イ 〕

木 草 綱 口 啓 蒙
37 ）

昆 　虫　学　報
2s｝

ウシ ア ブ

キ ボ シ ア ブ

ヨ ス ジ メ ク ラ ア ブ

　

ブ

　

，

　

ア

　

　
フ

　

フ

　

ア

　

ロ

　

　

コ

ブ

シ

ア

ン

フ

ワ

墮

童

叢

蚕

ロ

イ

シ

タ

木

蜚

木

蜚

Tπ6αηZ6∫ 惣 ・nUS 　CoqUll．LETT

毋 勧 瞬 厂α 脚 ntana 　MEIGEN

（hり
・緲 5 ど」anderLevuipi 　KR6BER

Trtbanus脚 ndarinus 　S ‘コ田 NER

7
’
abantts α刀laenUS 勘〜

厂
ALKER

オ オ ウ シ パ イ，サ ソ ネ ン ア ブ

　 　 　 　 ア ヲ ア ブ

　　　分　 　　 布

　　　華北 ， 西 北 ， 華東，
ソ

　　 日 本

　　　華北 ，西北 ，華東 ，ソ

　　 日 本

東北，河南，山西，湖北，湖

南 ， 江蘇 ， 四 川等各地 ， 日本

華東，東北 ， 華北 ， 中南 ， 西

南，台湾，香港，日本

西蔵

旧北 区 の 分布不 明

中国

東北 ，華北，西 北，華東 ，ソ

連，日本

中国 各地，目本

東北 ， 華北 ， 西 北 ， 華東 ，
ソ

連，冂本

東北 ， 華北 ， 華東

華中， 西南

西 蔵

東北，華北，西 北 ， 華東 ， ソ

連，日 木

Taban 三dae，　Stradolnyiidae，　EristaliS　spp ．

Tabanus　SPP ．，　ChcアsoPs 　SPP ．

東北，河南，山西 ，湖北等各
地，口本

東北，西北，蒙古，ソ連，日

木

東北 ，華北，華東，華中等，
ソ 連，朝鮮，口本

　Atコlotus　bivittatenius　TAKAHASHI の 分布は ， 『中国北方的血 檬蚋虻』
25）

に よ る と，日本，「［
．
r国，ソ連 に な っ て い るが，

こ の 種 は 日本 の み に 生息す る 昆 虫 で あ り29），中国 で 双 斑黄 虻 と し て い る 種 は ，ホ ル パ ー トア ブ At／lotus　horvathi

SZILADY か ，また は At／lotus　rusticus 　LINNE で あ ろ うと考え られ る．こ の 両種 は ，それぞれ 日 本，朝鮮，東北，華北

お よび東北 ， 西蔵に 分布す る
so＞．

　 また ，TABLE 　II の 『葯材学』
ls｝

と 『現代実用 中薬』 が 示 す原 記 載昆 虫名に は ， と も に T ，伽 ‘翩 ∫ が あ る．こ れ は，

ウ シ ア ブ に 近 い 大型 の 欧州産 の ア ブ で あ り， 中国の 文献中 に 示 さ れ た 71．伽 漁 5 は ， 西蔵 に も分布す る 7
’
．bovinus

LINNE を 指す もの と思われ る．

　『葯材学 』
18）と，r詳解古方薬品考 』

26）
に あげ られて い る Tabanus　mandarinus 　Sc｝｛INER は，従来 シ ロ フ ア ブ と呼ばれ て

26） 内藤尚賢著，難波恒雄解説，
Ct
詳解古方薬 品考

’7

，古方薬 品 考刊行会，　 p ・413，　 p ・1a7，
27）小野蘭山，

“

本草綱 目啓蒙
”

，早稲 田大学出版部，東京，1974，p ・577・

28）朱弘復，金高聲，本草綱 日昆虫名稱註，中国昆虫学報 ，
1（2）， p・234 （1950）．

29）M ．　LEcLERcg ，
“R6vi8ion　syst6mat 三que 　et　biog60graphique　des　Tabanidae　Pal6arctiques，” Inst｛tut　royal 　 des

　　sciences 　naturelles 　de　Belgique，　M さrnories ，　Deuxibmc 　s6rie ，　Fasc．80，　Bruxelles，　VoL 　II
，
1966，　p．127．

30）H ．TAKAIIAsHI，
“Fauna 　Japonica、

1’TABANIDAE （lnsecta： Diptera），
　Biogeographical　 society　ofJapan 　National

　　Science　Museum ，　Tokyo ，1962，　P，63，
112．
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い た が ， 現在で は，シ 卩 フ ア ブ とい う和名に 該当する昆虫は ，日本本土 の み に 分布す る Tabanus　trigeminus　COQUILLETT

で ある．T．　mandarinus 　SC 田 NER 　lま，中 国産の シ 卩 プ ア ブ とで もい うべ き種 で ある が，現在で は 本種 を シ 卩 フ ア ブ と

称す る こ とは 妥 当で は な い か ら，
こ こ で は シ ナ ア ブ （仮称） と呼 ぶ．

　以 ヒの 諸文献に あげ られ た 基源昆虫だ け で も合計 7 属 14種 に お よ び，大，中，小型種 が 混 在 して い る．

実験および結果

　1． 材　　料

　 1． 生薬材料

　A ．香港市場 の 「虻 虫」： 香港，永大行，余仁生 か ら の 入 荷品 （1978）

　B ，北 京市場 の 「虻 虫」： 北京，同仁堂か らの 入荷品 （1977）

　 C ．大阪市場 の 「虻虫」 ： 大阪，栃本天海堂 か ら の 入 荷品 （1976）

　2． 比較材料

　A ．タ イ ワ ン シ 卩 フ ア ブ Tabanus　amaenus 　WALKER
， 富 山 県衛生研 究所か らの 供与品 （1976）

　B ．シ ナ ア ブ（仮称）
31），Tabanus　mandarinus 　SaHINER，富山県衛生研究所 か らの 供与品 （1977）

　 C ．ル ビ ダ ス ア ブ （仮称）
32〕，Tabanus　 rubidus 　WIEDEMANI ，農林水産省東北農業試験場所蔵品 （1977）

　D ．チ ョ ウ セ ン ア カ ア ブ Tabanus　2ae　MAcRuART ，富山医科薬科大学和漢薬研究所標本庫所蔵品 （1976）

　 E ．キ ノ シ タ シ 卩 ア ブ Tabanus　kinoshitai　K6No 　et 　TAKAIIAsHI，富山県衛生研究所か らの 供与品 （1976）

　 F ，ホ ル バ ー ト ア ブ AtL）n’otus 　hort・athi 　SZILADY
， 富山 県衛生研究所 か らの 供与品 （1976）

　II．　 外部形態

　生 薬 の 虻 虫は ，触角，脚が ほ とん ど脱落 し て い る の で ，主 と し て 翅 脈，複眼 間 の 額瘤，腹背 の 斑紋 お よ び複眼 の 形

態に ょ っ て ， 香港 ， 北京 ， 大阪市 場 か ら入 手 した 生薬材料 を，比較材料 の．昆虫 と比較 しつ つ 同定 した．以 ドそ れ ぞれ

市場 品 の 主 要 な 形態的特徴を 略記 す る．

　 A ．タ イ ワ γ シ P フ ア ブ　Tabanus　arnaenus 　WA1 ．KER

　翅 脈 ： 翅 室 R5 は 翅 縁 に 」恕 士ず閉塞す る．す な わ ち，　 r5 脈 と m 且 脈 とは ，翅 の 内部で 癒合 し て ・
’・
。＋ m

、 脈 を形 成

す る．

　額瘤 ： 中額瘤 は 紡鍾形，下額瘤 は 砲弾形 に 近 い ．中央部は 縦 に 凹ん で 細 い 縦溝を 形成す る．

　腹背 ：腹 背側斑は ，背板末端部近 くま で 達す る．正 中斑 は 三 角形 を 示 す．

　複眼
33）

： 個眼 は 正 6角形 を 呈 し， 1辺 の 長 さ は 約 1．6〜2．3 μm
， 最大対角線の 長 さは 約 4〜4．3ym ．

　 B ．シ ナ ア ブ （仮称）　 Tabanus　 mandarinus 　SCHINER

　翅脈 ： 翅室 R5 は 翅縁 で 閉 じ る が，少 し開 い て い る もの もある．

　額瘤 ：複眼 間 の 中額瘤は棒状で ， 上 端は複眼間の 上 よ り 1／3 まで 達す る もの が 多い ．下額縁 は 円味あ る二 等辺 三角

形 を成 し，下縁 は 灰粉 を 装 う部分に よ り，額三 角区 よ り離れ て い る，

　腹背 ： 腹 背の 側斑は ，第 2 背板 まで しか な い ．

　複眼 ： 個眼 は 正 6 角形，1 辺 の 長 さは 約 1．7〜2．2 μm ，最大対角線 の 長 さは 約 3．8〜4．2μm ．

　C ．ル ビ ダ ス ア ブ（仮称）の 近似種　Tabanus　 rubidu ∫ WfED 琳 IANN 〜

　翅脈 ： 翅室 R5 は 翅 縁 で 広 く開放す る．

　額瘤 ： 中額瘤は 楕円形 ， 下額瘤は 方形 に 近 く， 中額瘤 の 上 端 は 複眼間 の 上 よ り 1／3 近 くまで 達す る．

　腹背 ： 帯淡紫灰 色 で
， 灰 黄 白色 の 斑紋 は すべ て 不 明瞭 で あり，T ．　rubidus に 類似 の 種 で ある と考え る 34 ・35）．

　複眼 ： 個眼 は 正 6 角形，1 辺 の 長 さは 約 L7〜2．1μ m ，最大対角線 の 長 さは 約 3，6〜4．　Oμm ．

　 D ．チ ョ ウ セ ン ア カ ア ブ 　Tabanus　7ao　MACQUART

　翅脈 ：R4 脈1こ小枝あり，

3D ，32）和名が な い た め ， 仮称 とす る．
33）走査型電子顕微鏡 （日本電子 ： JSM −35）を 用 い

，
500倍 に 拡大 し て 観察した．観察部位 は ，各種 とも右側複眼

　　の 中心 部 と し，そ の 表面に 直角 の 角度か ら撮影 した．

34）農林 水産省東北農業試験場 ， 〒・川 博文博士 か らの 私信 に よ る．（中国 人民解放軍 ， 軍事医学科学院，微生物流

　　行病研究所 ， 許榮満博 士 が 同定 し た 中国大陸産 の 標本 と，早川博士 が 比較検討 して，本種 と同定した．）
35）G ．R ．W ．　WIEDEMAN ，　

“Aussereuroptiische　zweiflUgelig 　Insekten，
”1，XXXII ，　Bremen ，Hamm ．1928，　p ．608，　pl．7．
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1

5

　　　　　　　Fig．　L　Mengchong　on 　Several　Market

1，Tabanus　ainaenus 　WALKER 　and 　TAKAHAs ｝II； 2，　T ．　mandarinus 　ScHiNER ；

3，7  励 漁 ∫ W 正EDEMANN2 ；　 4
，
　T ．丿ao 　 MAcQuART ；　 5

，
　T ．　kinoshitai

K6No 　et 　TAKAIIAslll〜；　6
，
　Atylotτ‘∫ horvαthi　S7．ILADY ．

額瘤 ； 中額瘤は 棒状 で 甚だ 細長 く，
「
卜額瘤 に 連接す る．ド額瘤 は砲蝉状 で，両側 は 複眼 に 接 しな い ．

腹背 ：両側に 澄褐 色斑紋あ り．

複眼 ： 各頂点が 丸 味 を 帯び た 菱形 の 個 眼 を 有 し ， 最大対角線 の 長 さ は 5．4〜5．6 μ
m ．

E ．キ ノ シ タ シ ロ フ ア ブ の 近似種 　Tabanus　kinoshitai　K6No 　 et　TAKAHAs 、、1？

翅脈 ： R4 脈 の 小枝 は 不定．

額瘤 ： 中額瘤は 大 きく，長方形 に 近 い ．そ の 上下縁 は 曲線状を呈す る．下額瘤は 台形 に 近 く，高さは 横幅 よ り小 さ

く，下 端 は 額三 角区 と一横溝 に よ り区別 され る．額三 角区は 裸出 し，光沢あ る黒色
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n 　 R5 十 M ユ

r4

　　　　　　　　Fi9．2．　、Ving　Vein　Of 　NlengchOng

LTaban 〜岬 鷹 ノ〜  ∫ WAI ．KER 　and 　TAKAHAsH 町 2，　 T．　manE 〜副 πα∫ ScHINER ；

3 τ 励 漉 ∫ WIEDEMANNP ； 壬，7  丿αo　M 八 cquART ； 5」   kin・ s
’hitai　K ・ NO

el　TAKAHA8HI 〜；6，　AtLytotttsん・rひ ‘砺 SzlLADY

　 1
’

2

3
… 4

　　Fig．3．　 FroI1しHe 乱 d　of 　Mcngchong

l
，
Occlli；　2，　medium 　callus ；　3，　basal　callus ；

4
，
compound 　cye ；　5．　a 【】 tenna ．

　腹背 ； 各背板 の 中央 に 灰色 の 短毛 よ り成 る斑紋 ， お よ び その 両側 に ，灰色斑が あ る．下額瘤の 両側が 複眼 に 接 着

せ ず，腹背 の 三 角斑紋 が 判然 と しな い な どの 点か らみ て ，比較材料 の 昆虫 と形態 を や や 異 に す る の で ，兄 軌 励 瓶

K6NO 　et　TAKAHASHI に 類似 の 種 で あ る と考 え る．

　複 眼 ： 個眼 は や や 丸味 を 帯 び た 6 角形 を 呈 し，最大対角線 の 長 さは 3．4〜4．0 μm ．

　 F ．ホ ル パ ー トア ブ At丿letus　horvathi　Sz【LADY

　翅脈 ： R4 脈は分岐 し，　 Rs 室は開放す る．

　額瘤 ： 中額瘤 ， 下額瘤 と もに 不 正 形 で ， 中額瘤 は 下額瘤 に 連接 し て い ない ．

　腹背 ： 第 1〜4 背板 は腹側 に，稠密 で 短 い 金 黄 色 で 覆わ れ た ，大きな橙 黄斑が あ る．

　複眼 ： 個眼 は 相対す る 1組 の 2辺 が 短 い 6 角形 を 呈 し，最大対角線 の 長 さは 3．6〜生 0 μm ，
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     Fig, 4. Medium  and  Basal Callus of  Mengchong

1, 7?ibanut amaenus  XNrALKER and  TAJc,vTAguT;  2, T. mandartnut

ScmNi/R. 3, 71 rubidus  VYiEDL"cANN?; d, T..yao )vtAcQuART;
5, Vl kinoshitai KoNo  et TAK4HAsm?;  6, AP'totus horpatht S7iLApy,

T.  amaenus  WALKER T,  mandatinus  ScHINER Tl rubidus  WIEDEMANN?

T. 1'ao MAcQVARTFig.    T. kinoshitai K6No  et  TAKAHASHI

5. Compound  Eyes of  Several Mengchong
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TABLE 　III，　 Occult　Blood　Test　of 　Market　Article　of　
：LixCenchong ”

Species ±

一

5656

　
．
　　　
　　　
　　　　
1

十

Ta う侃 麗∫ 規 αηぬ 7’照 ∫ SCIIINER

τ α うartus 　 amaenus 　WALKbR

Tabanus η‘う漁 ．ド WIEI〕EMANN

　 　 　 　 　 Totul

　　　　　％

1617175055

．5 17，8

9782426

．7

一，ncgativity ；　±，suspect 　p  sitivity ；　十，positivity・

　III．　 市場 品 の 同定

　1976〜1978年に 入手 し た 虻 虫 の 市揚 品 を，前記 の 比較材料 とし た 昆虫 と，詳細 に 比較検副した 結果，各市場品は ，

次 の よ うな種類か ら構成 され て い た ．生薬 は す べ て こ れ ら昆 虫 の 雌で あっ た ．

　A ．香港市場品

　 1．　 タ イ ワ ソ シ ロ フ ア ブ 　Tabanus　 amaenus 　WALKER

　2．　 シ ナ ア ブ（仮称）　Tabanus　 mandarinus 　ScHINER

　3．　 ル ビ ダス ア ブ （仮称）の 近似種　Tabanus　 ruin
’
dus　W 【EDEMANN 〜

　こ の 2 店か ら入手 した 虻虫を 無f乍為 に 合計 3，807 頭 抽 出 し，そ の 同定 を行 っ た と こ ろ， 3種 の 頭数 は ，それぞれ

2，381 ，846，530頭 で ， そ の 比 率は 62．54％，22．22％，15．24％で あ っ た．すなわ ち ，過半数は タ イ ワ ソ シ ロ フ ア ブ が

占め て い た．シ ナ ア ブ と タ イ ワ γ ・・Y 　Pt フ ア ブ は，冂木，台湾，朝鮮 お よ び lh 国の 東北，苹北，華東な どが 共通 の 分布

区域 に な っ て い る が ， 後者が前 者 よ bも広域 に 分布 して お り， 中国に お け る 斥 薬 と して の 採 集 li∫能 区域 も，そ れ に つ

れ て 広範囲に わ た る もの と想 像 で ぎる．

　 B ．北京市場品

　1．　 チ ョ ウ セ ン ァ カ ァ ブ（姚 ri亡） Tabanus 丿ao　MAcqUART

　2．　キ ノ シ タ シ 卩 フ ア ブ36）
の 近 似種　Tabanus　kinoshitai　K6NO 　et　TAKAIIAS 」 1 （

＝T ．　cordis ・er 　ME 匸GEN ）〜

　3．　タ イ ・ノ γ シ 卩 フ ア ブ 　Tabanus　 amaenus 　 W 八 LKER

　標本数が 少 い た め，種 の 混 合比 は 不 明 で あ る が ， 大型種 の チ ョ ウ セ ソ ア カ ア ブ が キ 体を な し，こ れ に 2 種 の 小型種

が 混在 して い た．

　 C ，大阪市場品

　1．　 チ ョ ウ セ ソ ア カ ア ブ（姚 虻 ） Tabanus　Jao　MAC2UART

　2．　 ホ ル バ ートア ブ 　At丿iotus　hervathi　Sz且LADI

　こ の 虻 虫市 場 品 か ら，任意 le　855 頭を 抽出 し，同定 し た 結果 ， 両 種 の 比 率は ，79，65％ と20．35％で あ っ た ，

　IV．　虻虫体内吸 血 血液の 含有率

　 r名医別録 』
6b），　r中葯志』

IT）
で は ，牛 馬 か ら吸 血 され た 虻 虫腹腔内の rln液を ， 薬効上重視 し て い る．虻 虫 の 市場品

に，1血液が どの よ うな割 合 で 残 存 し て い る か を 知 る た め ，香港市場 で 入手 した 虻 虫 に つ い て ，潜血反応を行 っ た．T ．

manda 「inus　ScII・
，
　 T ．　amaenus 　W ．LL．お よび T ．　r ”bidus　W ・E．の 近似種 の 3 種 を，各30頭宛胸 ， 腹部の み 粉末 と して ，

80〜90
°

の 熱水 に 浸漬 し た （虻 虫 は ，薬用 に 供す る とぎ，脚，翅，頭部 は 除き， 胸腹部 の み を 用い る ）．こ の 浸出液に

っ い て，次 の 方法 で 潜血 反応
37）

を 行 っ た ．

　高感度法 （A 法） と して ，オ ル ト ト リ ジ ソ
， 低感度法 （B 法） と し て，グ ア ヤ ク脂 を しみ こ ませ た 2 枚 の 濾紙 に 検

液を 塗布 し，A ，B そ れ ぞ れ の 濾紙 に 発色試薬 （過酸化水 素水 ） を 1〜2 滴滴下 し，30 秒後に 発色 の 有無 を調 べ た．

A 法 と B 法 の 感度！匕は，5 ： 1 に な る よ う調 整 さ れて お り，反 応 が 陽 性 の 場 合，A 法は 緑色，　 B 法 の 場 合は 青色が勝

っ た 色 調 に な る．潜血 反応 の 判定 は ，A ，B両 法が陰性 の 場合を
一，　A ，B法 が と もに 陽性 の 場 合 を ＋，　 A 法陽性 ，　 B

法陰性の 結 果 を得 た 易 合は ± と した．

36）長島義 介，早川博文，卿 f［［性 ア ブ類 の 被害 とそ の 研究，
“
新潟 の 自然

”

，（株）新潟県学校教育用 品，新潟，皿，

　　1977，　P ・285・

37）便潜血 反応検査試験紙
“
便潜而Lス ラ イ ドシ オ ノ ギ

”
を使用．
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　その 結果，供試され た 3種昆虫間の 反応 の 差 は ほ とん どなか っ た ．各種が示 した 陰性，疑陽性 お よび陽性 の 頭数の

和 は，そ れ ぞ 2tSO，16，24頭 で ，百 分比は ，55．5％，17，8％お よ び 26．7％で あ っ た．すな わ ち
，

こ の 場合 ， 虻虫体内

の 潜 ［flL？3（応 は，疑陽性 を含め る と，陽性 は ほ ぼ50％弓〜1で あ っ た．

　 V ．　 虻 虫 の抗 炎症 お よび 鎮痛作用

　虻虫は ，古来駆瘢血薬 と し て 用 い られ て い る，『名 医 別 録』
6b ）

に は，「婦人 の 月 水 不 通 ， 積聚 ， 賊 血 の 1向， 腹五 臓 に

あ る もの を 治 し，喉痺の 結塞を 除 く」 とあ b，『口華子本草』
38 ）

に は ，「癰結 を破 り，積膿を 消 し，胎を 堕す」 と あ る．

虻 虫は ， 水蛭，廣虫，桃仁などと共 に 抵当湯，抵当丸 大黄犀虫丸 地黄通経丸などに 配剤され る，しか し，そ の 薬

理作用 に つ い て は，こ れ まで 詳しい 報告例 は あま りみ られ ない よ うで あ る．筆者らは そ の 抗炎症お よ び鎮痛作用 に つ

い て の 薬理 実験 を行 っ た ．

　実験材料 に は ，1977年に大阪 市場 よ り購 入 した，チ ョ ウ セ ン ア カ ア ブ を用 い た ，こ の 種 の 雌成虫 の 頭部，翅 ， 脚 を

除 去 し，胸 腹部を 粉 末 と し，こ の 8009 を ベ ン ゼ ン tQta1101 で 冷浸 し，浸液 と残 溢 を 得 る．浸液を IOO　ml まで 濃

縮 し 放置す れ ば ， 沈澱を生ず る ．こ の 沈澱 を 集め ， 検体 A （3，8g ） とす る．濾液を減圧乾固 し，検体 B （22，9g ）を

得る．残渣 は メ タ ノ
ー

ル 51 で ，S 日間宛 2 回 冷浸，浸液を集め ，減圧乾固 し，検体 C （40　g ）を 得 る，検体 C を と

っ た 残 渣 を 熱 メ タ ノ ール で 還流抽出 ， 抽出液を減圧乾固 し ， 検休 D （13，5g ）を得る，

　試験方法

　L 　 ラ ッ ト　Carrageen：n 肢足蹠浮腫 39）

　体重 110−− 140g の Wistar 系雄性 ラ ッ トを， 5 〜8 匹 1群と し て 使 用 し た ．ラ ッ トの 右側後肢足 蹠皮下 に 1 ％

calTagceuin 水溶液 〔〕．　l　ml を 注 入 し て 足浮腫を 惹起 さ せ た．足容積 は ，　 carrageenin 注入 前 お よ び 注入後，2 お よ び

TABLE 　IV ．　Inhibitory　Activity　of 　Extract弐 負
・
om 　Tabttnus丿，ao　MAc ．　 on 　Carr乱geenin−lnduced

　 　 　 　 　 Hind 　 Paw 　Edenla 　jn　R 飢 s

Drug

　 OrSamplc

Hind 　paw 　swelling

Dose
　 　 　 　 　 Routc 　　 ？1
（mg ！kg ）

Veh 量cle 　 controlc ，

　 FractiQn　B

　 Fraction　G
　 Fraction　D

000Ω
U88

正，P ．　　　 8

1・P・　　　 5

1・P・　　　 5

］・P ・　　　 5

　 　 　 　 　 2hr

n1 ・ an （％）± s・E ・　 （％）
b）

　 63．5± 0．86

　38，4 ：ヒ3，99＊ ＊
　　　　39，5

　 45．2± 2．98＊＊ 　　　 28．8

　 48．5± 3，47＊ ＊

　　 23，6

3hra ）

mcan （％）± S．E ，　　 （％）
b）

64，9± 1．52

36，3± 4．75＊ ＊

45．2± 1．97 ＊ ＊

43．4± 3．95 ＊ ＊

44．130

、433

．2

Vehicle　controlc ＞

　 Fraction　A

　 Fraction　B

　 Fraction　G

　 Fraction　D

0000Ωり

888

P・o・

P ・o・

P・o ・

P・O・

P・o・

凸
055

尸
D5

67．7± 3．33

60．4± 2．35

57．2± 3．39

67．4± 5．54

62，6± 2．69

10．815

．50

．47

．5

67．1± 3，84

65．7± 1，53

61．1± 5．01
70．4± 4．04
62．2± 2．48

　2．1

　8，9
− 4．9

　7．3

Vehicle　 CQntrold ）

Fraction　B

Asplrin

00000124

亠

12

1．V ．

匸．v ．

V

、

LV ．

1．V．

865666 52．5± 2．20

39．3± 2，00＊＊

S7．6± 2．29＊＊

36，4±4．15＊＊

41．6± 2．43＊＊

43．3± 3．65＊

25．128

．430

．720

．817

．5

58．5± 3．16

45 ．5 ± 1，67 ＊ ＊

42．6± 3．15＊＊

41，2± 4．40寧 ＊

45．9± 3．44＊

44．6± 5．00＊

22．227

．229

．621

．523

，8

a ｝ Time 　aftcr 　calTagcenin 　injection．
b ） Perccnt　inhibition　as　comparcd 　to　each 　controL

c ） Suspended 　in　a　O．5％ gum 　tragacanth 　aqucous 　solution ．
d） Dissolved　in　ethano 工．
n，Numbcr 　of 　animal 　uscd ； i・P．，intraper量toneai　injec匸ion； P．o．，　oral 　administraLion ； i．v ．，　intravenous　injcction．
＊

　O・Olく メ）く O・05 ；　
＊ ＊ Pく0．01　significantly 　ditTercnt　f》oIn 　each 　vehi 〈：le　contro ］groul ）．

38）唐慎微，経史証類大観本草，巻21，p・483．
39） C ．A ．　Wintcr，　E ，A．　Risley　and （｝．W ．　Nus5

，
　Proe．　Soe．　E 塑．　Biol，　Med ．，111，544 （1962），

40）清水当尚， 中村秀雄 ，元吉　悟，横 LL［tw−一，応用薬理，10，293 （1975 ）．
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TABLE 　V ．Local　lrritating　Activity　of 　XZ −447 〔B）Af しer 　In亡raperitoneal 　Injection　in　Mice

　Sample

VehicIeFraction
　Ba

　 Dosc

（rnl ／kg，　i・P・〕
Number 　of 　writhing ／15　rnin

　　 mcan （ceUll しs｝± S．E ．

1010 35 9．7± O．S8

5．8± 1．66

TABLE 　VI．　 Inhibitory　Activity 　of 　Extracts　from　Tabanus夕‘〜o　MAc ，　on 　Pheny 】quinonc−induced

　　　　　　　　 Writhing　Syndrome 　in　Mice

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Dose
D ・・g ・・ S・ mple

　 　 （mg ！kg ，
　P．・．）　

n
　　．　

N ・ mbe 「 °fw 「ithin
琶
！l乏

min

−
mea 。 （＿ ・1）± S．E．　 ・・h・b・・i・n （％）

・ ・

Vchicle　control

　 Fraction　A

　 Fraction　B

　 Fraction　G

　 Fraction　D

Vehicle　control

Aminopyrine

10010eIOO100

50100

0
ρ
066

ρ
0

1

4ユ

66

31

18．9± 1．2

12，5± 1，9＊＊

10，3± 1，2ホ＊

17．2± L3

13．5± 2．7

19．1± 2．5

6．8± 1．9

4．2± 1．9

33．945

．59

．028

．6

64．878

．2

a ） Percent　ilユhibition　as　compl しred 　to　each 　control ，

3 時 間 1こ 水置換法
…

に よ り測定 した．被検薬は 0，5％ ト ラ ガ ン ト水湘 夜に 溶解 また は 驪 して ・ca 「「agec 血 注入 時

問前 に 1回 ， 経 ・ ま た は 腹腔内｝・ 投与 した 瀞 脈 1搬 与の 場合 trこ は・被検薬 を cthari ・1　lcl容1亘靴 て ・そ の 2ml ／kg を・

，。… g ・eni ・ 注入 30分前t！こ 1 回投・与した．対照群 口 よ 0・5％ ト ラ 〃 1・水 綿 鯰 畑 よ，　ethan ° 1 搬 与 した・

　2．　 マ ウス　phenyl 　quinone　writhing41 ）

体重 18〜229 の ddN 系雌 マ ウ ス を 6 〜10匹 則 ・とし て f蝴 し た・5％ ・tha・・1水 に 溶解 した O・03M“・　phenyl

quinone 液の 10ml ／kg を マ ウ ス の 腹腔内 に 注入 し ・ そ の 5 分後か ら20分後 ま で の 15分間 w 「ithing の 発現 回数 を 計

測 した ，被検薬は 0．5％ ト ラ ガ ソ ト水溶液に 溶解 ま た は 懸濁 し て phcnyl　quin・ nc 注入 30分前に 1回経 口 投与 した・

対照群 は 0，5％ ト ラ ガ ン ト水溶液を 投与 し た ，

　結　　果

　TABLE 　IV に 示す ご とく，
O．　sA° ト ラ ガ ソ ト水 溶液 に 溶解 （また は 懸濁） し て経 口 投与 し た と きに ，80　mgfkg の 投

与量 で 有意 な抗浮腫活性を示 さな か っ た．しか し ・ 検体B は 弱い な が ら浮 腫 の 抑制傾向 （0・05くP く0・1） を 示 した ・

そ こ で検体量 の 不 足 した 検体 A を 除 い た 3 成分 に つ い て・（｝・　5％ トラ ガ ン ト水溶液に 溶解 （また は懸濁）して 腹腔内 に

投与 し た ときの 抗浮腫活性 を 検討 し た ．そ の 結果・3 成分 と もに 有意 な 活 性 を示 し・と くに 検体 B の 効力は 著明 で あ

っ た（TA 肌 E　IV ）．

　＿般的 に ， 組織刺激性 を 有す る 物質を 腹腔内に 注射す る と・抗浮腫作用 が偽陽性 に な る こ とがあ る の で ・検体B を

ethanol に 溶解して 静脈内に 投与し て ，抗浮腫活性 を検討 し た と こ ろ ，／
’
，xBLE 　IV に 示 す ご と く 10〜40 皿 9／kg の 投

与量 で 用量 依 存的な 強 い 抗浮腫作用が 確認 さ れ ・ そ の 効力は，ア ス ピ リ ソ と同等あ る い は そ の 約 2 倍 で あ っ た・さら

に ，組織刺激性の 予備的検討 と し て ，0．5％ ト ラ ガ ン ト水溶液 に 溶解（また は 懸濁）した 検体 B を マ ウス の 腹腔内 に 注射

し て ，組織刺激性 に 基 づ く writhing 症状 の 発現を，　O・　J「％　b ラ ガ ソ ト水溶液単独投与群 と比 較 した・そ の 結果 TABLE

V に示す ご と く， 検体 B 投与群 の writhing 症状 の 発現 回数 は， ト ラ ガ ン ト単独群 よ りも少 な く・し た が っ て 検体B

の 組織刺激性 は ほ とん どない か ， な い しは 弱 い こ と が 推 察され た．

　鎮痛作用 の 結果を，TABLE 　VI に 示 す．0．5％ トラ ガ ン ト水溶液 に 溶鰹 （また は 懸濁）して ・
100

　
mg ／kg を 経 口投

与 し た と きに ，検体 A と検体B に 有意 な 活性 が 認め られ ，検体 B が 最大 の 活性 を 示 し た ．

　以上 の 結果 か ら ， チ ョ ウ セ ン ア カ ア ブbh　Hl成分 4 検体と もに・抗炎症 （抗浮腫）な らび に 鎮 痛 （抗 writhing ）fiF用

を 有 し，中で も検体 B の 効力が 最大 で ある こ とが 示唆 さ れ た．

　41）E ．Siegmund
，
　R ．　Gadmus　and 　G ．　Lu ，　Pro6．　Soe．　Exp ．　Biol．　iVled ．

，
95

，
729 （1957）．
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考察お よび結論

　1． r神農本草経 』 で は，虻虫に 木虫 と蜚畫とが薬用 と して 記載 され て い るが ， 木蛋とい う呼称 は ，次第に 用 い ら

れ な くな っ た ．現在 で は ，蜚 蛋 は ，童虫の 原 名あ る い は 異名 と し て 使わ れ て い る ，結局，本草書に 記載さ れ た 両者 の

分布，生態 用途 な ど か らみ て
， 木童 は 吸血 性 ア ブ類 の 幼虫期，蜚蚩 は成 虫期 を指す もの で ある と考証す る．

　2． 諸文献 に み られ る昆虫 の 基源昆虫は ，合計 7風 14種 以 上 の 吸血 性 ア ブ 科 昆 虫 が み られ る が，北京，香港 ， 大

阪 市 場 で 入 手 した 虻虫か ら，タ イ ワ ン シ 卩 フ ア ブ Tabanus　amaenu ．v　WALKIIR ほ か 5 種を同定 した．い ずれ の 場合 も，
生薬商品に は ，2，3種 以 上 の ア ブ科昆虫 の 雌成虫が混 じ っ て い る ．

　3． 虻虫体内 の ，吸 血 され た 血 液の 残存率は ，小 型 3 種 か らな る 香港市場品の 場合 ， 潜血反応 は，疑陽性 を含め ，

44，5％が 陽性で あ っ た．

　
4． チ n ウ セ ソ ア カ ア ブの 抽出成分 は，ラ ッ トお よ び

一
7 ウ ス に よ る薬 理 実 験 の 結 果，そ れ ぞ れ あ る程度抗炎症性

（抗浮腫） と ， 鎮痛 （抗 writhing ）作用 を 示 し た．
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